
質疑 回答

1

温泉、プールの計画はしなかったのです
か。

建設に向けて事前にいくつかの施設を見学した。周辺地
区からの要望もあったが、当市域には民間の日帰り温泉
がいくつかあり、競合するような施設の整備は控え、サ
イクリング・ジョギングコースに関連した施設として
「足湯」を整備した。

2

用地選定の経過を教えてください。 構成市である伊那市が1年をかけて選定。平成１４年より広
域連合で候補地をチョイスしており、手を挙げてくれたと
ころを含め市内１６カ所について、選定委員会を組織して
選定した。１６カ所を点数化して上位７カ所をピックアッ
プし、委員会委員の投票で選定した。決定後に地域へお願
いした際に、反対もあったし、地区の役員にもご苦労をか
けた。

3

焼却の熱源は何ですか。 通常運転時はごみの持つエネルギーが基本で、炉の停止か
らの立ち上げ時や、スラグの固着時の清掃には灯油を使用
している。

4
生ごみの割合はどのくらいですか。 生ごみの割合は乾燥重量で３％前後で、夏場は水分が多

く、分別ができればメリットは大きい。

5
土地所有の経緯を教えてください。 もともとは民地で広域連合が取得して建設した。

6

運営は委託、または第三セクターでしょう
か。

プラントメーカーが出資した目的会社が運営している。運
営費は構成市町村の負担金で、負担割合は1/3が人口、2/3
がごみ従量割で負担している。

7

30年の契約とのことだが、その後は決まって
いますか。

建て替えを予定している。20年程度経過した後に大規模改
修や基幹改良を行い、30年～35年まで延伸せよとの長寿命
化に係る国の通知に基づいて30年としたが、それ以降につ
いては、約束した以上は守らなければいけない。

8

複数の焼却施設を運営していた時期より効率
は良くなりましたか。

以前は3つの施設があり、その後H14にダイオキシン類に関
する法に対応できなかった1施設を休止して2施設で運営し
ていた。その当時は2つの施設で7億程度の費用だったの
で、1施設の運営費が5億円程度であることを踏まえれば効
率的になったと言える。

9

リサイクルセンターは別にありますか。 クリーンセンター八乙女（箕輪町）で不燃物の破砕選別に
より、鉄、アルミ、プラの資源化を行っている。（最終処
分場では、焼却施設の処理飛灰のみを埋め立て処分してい
る。）

10
売電の金額及びどのように活用されているか
教えてください。

年間で8千万円ほどの売電収入があり、積み立てて施設の基
幹改良等費用に充てる計画。

11
市町村ごと、車両ごとに重量を図るのはなぜ
ですか。

施設の運営費は人口割（1/3）とごみの従量割（2/3）によ
り、構成市町村から負担金をもらっているため。

12

候補地を選定するに際しての広域、構成市町
村の役割などあったら教えてください。

平成１９年度に伊那市を中心に候補地の選定を行った。過
去にはそれぞれの市町村に施設があり、この新施設ができ
るまでは、伊那市と辰野町の２施設に集約し、現在に至
る。使える施設は使用する（残す）という考え方で一本化
してきた。

13
最終処分場は各市町村で所有しているので
しょうか。

八乙女にある１カ所だが、こちらも広域化の中で一つに集
約してきた経過がある。
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14

中継施設はありますか。 構成市町村のごみは、施設まで遠くても４０分程度で搬入
可能である。市町村が収集するもの以外は、直接搬入を受
け入れているので、中継施設はない。

15
家庭ごみの直接持ち込みはいつでも持ち込め
ますか。

受付時間内ならいつでも良い。

16

施設へ向かう途中にごみの集積場が見られな
かったが、市町村ごとに集積場があり、収集
はしているのでしょうか。

大通りには無いかもしれないが、各集積所から市町村が収
集しこちらへ持ち込んでいる。収集ごみの量は全体の６
５％程度ある。

17

候補地選定の際の条件としてどんなものがあ
りましたか。

用地選定委員会では、主な条件として、道路事情や学校・
保育園などからの距離、地形や断層、面積などに基づき候
補地を絞っていった。結果、７カ所が残り、選定委員会の
委員の投票により当地に決定した。

18

選定された地域の住民の反応はどうでした
か。

平成２０年６月頃に委員会の答申を受け、地元へお願いし
た。当初は、反対の人も多かったことから、まずは、環境
影響評価を実施することについてお願いし、平成２１年の
１２月に承諾を得て、調査を実施した。地元に対しては、
「この環境アセスで課題がなければ設置の受け入れをお願
いしたい」とした。

19

１００人が良くても１人がダメと言えばでき
ないと思うがどのように理解を得られたので
しょうか。

環境アセスが終わり、ここでお願いしたいと８市町村の首
長が地元に出向いてお願いした。地元では1戸1票の投票を
実施し、全戸からのご理解は得られなかったが、多くの承
認を得て進めた。


